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石やその他の異物は事前に取除き、除去不能な障害物などがある場合には、注意標識

又は作業禁止範囲を示す安全柵などを設けた後で作業を始めてください。  

作業範囲内（半径１０ｍ以内）に人 (特に子供 )やペットが入り込まないよう､作業中で  

ある旨の立て札やガードロープを張るなどし､半径１０ｍ以内に近づけないでください。  

人やペットが近づいた時には直ちに作業を中断し、エンジンを停止してください。  

冷却風の吸込口、シリンダ付近の草詰まりはエンジンの焼付きや火災の原因です。  
外側のみならず、内側もこまめに清掃して下さい。又、エアクリーナ内部の清掃も同

時に行って下さい。  

変速する場合には必ず主クラッチ、ロータリクラッチともに停止した後に行なって下

さい。作業をしながらの変速操作はダッシング等の原因となり、非常に危険です。  

旋回するときには必ずロータリクラッチは「◯切 」位置にして下さい。旋回中に回転

する耕うん爪に巻き込まれ、大ケガする恐れがあります。  

両サイドクラッチを同時に握って本機を停止しないで下さい。中立「◯Ｎ 」位置と同

じ状態となり、ダッシングの危険があります。  

中立「◯Ｎ 」位置で主クラッチ、ロータリクラッチを入れてロータリを回転させない

で下さい。ダッシングの危険があります。  

・作業中、石・木株等に当たったときは、直ちにエンジンを停止し、各部に異常がないか

確認して下さい。  

 

（７）作業終了後の注意  

本機より離れる時は、必ずエンジンを止めて下さい。キースイッチがある物は、キーを抜

いておいて下さい。  

・安全のため、燃料コックは必ず閉めて下さい。  

 

（８）点検・整備時の注意  

機械の点検・調整・整備をする時は、必ずエンジンを停止して下さい。  

ベルトや安全カバーの破損は危険です。破損した場合は使用前に必ず修理しておいて

下さい。  

・取り外した回転部のカバー類は、必ず元の位置に正しく取り付けて下さい。  

ゴムなどの燃料パイプは古くなると、燃料漏れの原因となり危険です。３年ごと、又

傷んだ時には、締め付けバンドとともに新品と交換して下さい。  

・主クラッチ・ロータリクラッチ・スロットル・変速等の点検、調整は十分に行って下さ

い。  

・点検・整備を行う場合、又シートをかける場合は火傷や火災を防ぐため、マフラやエン

ジン本体の冷却状態を十分確認したうえ（エンジン停止後 10 分以上）で行って下さい。  

・耕うん爪による本機のダッシング (飛び出し又は挟まれ事故 )を抑制する「らくらくアン

カー」については、消耗すると効果がなくなり危険ですので早目に交換して下さい。  
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No.
85-1321-833-00
85-1321-834-00
80-1330-821-00
80-1330-822-00
80-1330-826-00
80-1330-827-00
89-2181-081552

0006-50400 
89-2131-080002
80-1182-891-00
80-1182-892-00
80-1182-896-00
80-1182-897-00

0004-81300 
0004-81400 
0004-81500 
0004-81600 

83-1321-835-00 ( )
83-1182-161-00
89-6123-004603

0006-70710 
0004-70610 
0004-70110 
0004-70210 
0004-70510 
0004-70310 
0004-70410 
0006-50700 

83-1260-906-10
0253-72500 

83-1516-915-00
0010-72900 
0030-71600 
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